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※ 本講義には、ArcGISに関する初級知識が必要となります。

※※ ESRI社のArcGIS Resource Centerが出典元である画像や文章等については，それら毎に出典を明示しています。



● 属性検索とは

GISでは建物や行政界といった地図上の図形に様々な情報（=属性）を加え、さらに、多種な方法で条件を指定し、これ
らの情報を検索して、その条件に合致する図形を地図上で確認することができます。この機能を「属性検索」と呼びます。

属性検索および空間検索に関する知識を紹介し、演習をまじえながらGISの有用性について概説します。

● 講義の要旨

● 空間検索とは

GISが持つ検索機能のうち、空間的な関係性に基づいて地
物を検索する機能を空間検索といいます。

空間的な関係の仕方は多種多様です。「一定距離内にあ
るもの」を事例としましょう。例えば、駅から500m以内にある
ビルを選択したい。図2のように、「空間検索」を実行すれば、
駅から500mにある建物を選定しました。GISでその数や名称
などの情報が確認できます。
https://www.esrij.com/gis-guide/spatial/spatial-query/より

出典： https://www.esrij.com/gis-guide/spatial/spatial-query/
図2 空間検索

https://www.esrij.com/gis-guide/spatial/spatial-query/


● 空間検索条件

図11 空間検索の条件

空間検索条件 詳細 イメージ図

一定距離内にある
指定した距離のバッファに重なる
例：駅から100ｍ以内にある建物

含まれる
境界線が重なっていてもよい
例：公園内にある駐輪場

完全に含まれる
境界線が接触していない
例：湖中央における島

含む
ソースフィーチャが、境界を含めたターゲットフィ
チャのジオメトリ内に存在する

完全に含む
ターゲットフィチャのすべての部分がソースフィー
チャに含まれている、境界線が接触していない

線分を共有する、境界線に接する、境界線が横
切る、等々

・・・・・・ ・・・・・・

出典：http://desktop.arcgis.com/ja/arcmap/10.3/map/working-with-layers/using-select-by-location.htm

http://desktop.arcgis.com/ja/arcmap/10.3/map/working-with-layers/using-select-by-location.htm


人口が減少している都道府県を検索したい。

Ⅰデータの準備と追加

今回使用するデータは、Googleドライブからダウンロー
ドしてください。
https://drive.google.com/file/d/0B5Mos4-
mk2dsU0ZCV2ZYWkc0Tjg/view?usp=sharing

左図は、平成26年都道府県における人口分布の様子
(出典：国土数値情報；国勢調査e-Stat)

図3 平成26年都道府県の人口分布

● 属性検索を用いて、興味のある地域（POI：Point of Interest）を取り出す

https://drive.google.com/file/d/0B5Mos4-mk2dsU0ZCV2ZYWkc0Tjg/view?usp=sharing


Ⅱ人口が減少している都道府県を選択して、色分けをしたい。
① メニューの「選択」-「属性検索」を実行します。（図4）

② 青枠は検索対象とするレイヤとそのレイヤに含まれる属性テーブル内
のフィールドの情報です。赤枠は検索のための条件文を入れます。緑枠は
条件文を入れる際の数学運算符号のボタンで，入力の際にボタンをクリック
するとその記号が自動で入力されます。（図5）

図4 属性検索1

図5 属性検索ダイアログボックス

③ 条件文を入れますが，そ
の前に属性テーブルを確認し
ます。「2014Pop」が平成26年
都道府県人口の合計を確認で
きました。（図6）

図6 属性表

● 属性検索を用いて、関心のある地域（POI：Point of Interest）を取り出す



● 属性検索を用いて、興味のある地域（POI：Point of Interest）を取り出す

④ 人口が減少している都道府県（すなわち、増減人口＜0）
を検索します。

条件文のポイントですが，よく使うAndとOrは以下のようになり
ます。
A And B ･･･ AかつB
A Or B     ･･･ AまたはB
この場合は【増減人口＜ 0】を入力します。
※A ＜ 0であれば「0」は含まれません。
手順は、図7のように青枠における「zougen」をダブルクリック
→「＜」をクリック→0を入力→OK

図7 属性検索



● 属性検索を用いて、興味のある地域（POI：Point of Interest）を取り出す

⑤ 図8のように人口が減少している都道府県（すなわち、増
減人口＜0）が選定されました。［コンテンツ］で「pop2014」を右
クリックして［データ…］→［データのエクスポート］をクリックし
ます。
⑥すると「データのエクスポート」ダイアログボックス（図9）が開
きます。［エクスポート:］の対象を「すべてのフィーチャ」、［座標
系の選択:］を「レイヤのソースデータと同じ座標系」として、［出

力フィーチャクラス］で保存先のディレクトリとファイル名を指定
し、［OK］ボタンをクリックします。ここでは「D:¥Data¥」という

ディレクトリ（これは適当な一例で、他の保存パスでもかまいま
せん。Dドライブの「GIS」フォルダの中の「Data」フォルダ）に、
「減少.shp」というファイル名で保存します。シェープファイルの
拡張子（.shp）が付いていることを確認してください。

図8 検索結果をエクスポート



● 属性検索を用いて、興味のある地域（POI：Point of Interest）を取り出す

図9 レイアアウト

⑦ 「エクスポートしたフィーチャをマップに追加しますか？」と

いう質問に「はい」と答えると、エクスポートしたシェープファイ
ル「減少.shp」のポイントフィーチャがマップに表示されます（図
10）。

⑧ 地図表現や見栄えに工夫することは、レイアアウトビュー
で調整できます。（図9）色・大きさを調整したり、ラベルを表示
したり、背景地図を敷いたりできます。

※印刷用マップの画像ファイルをエクスポート：
ファイル→「マップのエクスポート」→「jpgやpng」形式を指定



● 空間検索を用いて、ポリゴンに含まれるポイントを検索する

図12 全国の小学校

例えば、関東地方におけるどれ
くらいの小学校の数があるかを
検索したい。
「ターゲットレイヤ（＝小学校）」を

作成しなければいけません。国土数
値情報から入手された生データはす
べての学校（大学、中学）も含まれま
すので、「属性検索」という機能を用
いて小学校を選出します。（図12）
「属性検索」→「レイヤ＝school」を

クリックします。条件式は
"P29_005" LIKE '%小学校%' 
を入力→「データのエクスポート」→
「小学校.shp」として保存→「追加し
ますか？」→「はい」

ツールバー「拡大ボタン」クリックして、
マップ上で引っ張り、関東地方の部
分を拡大してみます。（図13）

図13 拡大した様子



● 空間検索を用いて、ポリゴンに含まれるポイントを検索する

図14 関東地方を選択

「ソースレイヤ（＝関東地方）」を作
成しなければいけません。国土数値
情報から入手された生データはすべ
ての都道府県が含まれてしまうので、
「属性検索」という機能を用いて関東
地方を選出します。（図14）
「属性検索」→「レイヤ＝pop2014」

をクリックして、条件式は
"地方" = '関東地方'
を入力→「データのエクスポート」→
「関東.shp」として保存→「追加します
か？」→「はい」

すると、関東地方のレイヤが追加さ
れます。（図15）

図15 拡大した様子



● 空間検索を用いて、ポリゴンに含まれるポイントを検索する

図14 空間検索の設定

メニューの[選択]-[空間検索]をク

リックします。まず，「ターゲットレイ
ヤ」があります。「ターゲットレイヤ」
＝検索したい対象です。「ソースレイ
ヤ」＝選択するための基準です。こ
こでは領域を示すデータを選択して
います。したがって，「空間検索方
法」にもあるとおり，「ソースレイヤ
（＝関東地方）」に含まれる「ターゲッ
トレイヤ（＝小学校）」のフィーチャを
選択することになります。画面上で，
水色が選択された小学校（関東地方
における小学校）です（図14）。同じく、

エクスポートしたいレイヤ「小学校」
を右クリックし，[データ]-[データのエ
クスポート]をクリックすると，新しい
レイヤ「関東小学校.shp」として保存
されます。



● 空間検索を用いて、ポリゴンに含まれるポイントを検索する

図15 空間検索の結果

出来上がった「関東小学
校.shp」のレイヤから右クリッ

クして属性表を開けば、関東
地方における小学校の数が
確認できます。（図15）
関東地方に位置している小

学校の数は合計5136個です。



●最後に一言！

空間検索と属性検索は，フィーチャ間の関係性を見たりする際に重要なツールです。
早速データを準備して、実習を行ってみましょう！

詳しく「SIS Tsukuba」を検索してアクセスしてください！

SIS Tsukuba
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